
第 2学 年 技 術 ・家庭科学習指導案
日 時  平 成 1 5年 9月 2 9日

場 所  一 関市立桜町中学校

学 級  2年 A組 男18名 女 16名 計 34名

指導者 教 諭 高  藤  一  直

1  題 材名

応用 ノフ トウェアを用いた情報の処理 「データベース処理 ソフ トの利用」

2  題 材 について

( 1 )題 材 について

これまで生徒はヨンピュT夕 の構成や基本操作を学んできた。 ここではコンピュー

タの利用形態や ソフ トウェアを用いて基本的な情報 の処理ができるよ うな題材 とした

い。特にコンピュータの利用形態では文書処理、デー タベー ス処理 、表計算処理 、図

形処理な どの形態を知 る学習 を計画 した。その中か ら今回はデータベース処理 を取 り

上げ、データを整理統合 しコンピュータでの検索がで きるよ うな題材 を設定 した。

( 2 )指 導の構想
【 生 徒の家庭におけるコンピュータの使用割合は2 0 %～3 0 %とそれほ ど多 くはない。 し

か し、国民のコンピユー タ利用率は3 0 %とい う調査結果 〔X Dか らす ると、本校の生徒

は家庭で コンピュータを保有 している場合、なん らかのかた ちで使用 していると考 え

られ る。その使用 目的について調査 した結果 、圧倒的に 「ゲームでの使用」 とい う回

答が多 く、つぎに 「イ ンターネ ッ ト利用」であつた。 このこ とか ら、学校でのコンピ

ュー タ教育は遊びだけではなく、高度情報通信社会 の進展に対応できる情報活用能力

を育成す るうえで重要であると考 える。

そこで、今回コンピュ
ー タの操作や活用 を中心 としなが ら、確かな操作技術の習得

や様々な情報を判断 し処理できる力を重点に したい と考 える。 また問題解決的な学習

,を展開す ることで、 自ら課題 を持 つて解決す る能力、生活に活かせ る力 を育成 したい

と考える。

※1 : I T U ( 国際電気通信連合) 2 0 0 0 年調査

3  題 材 の 目標

応用ソフ トウェアの機能を知 り使用 目的に合わせて適切なノフ トウェアを選択、活用できる。

4 題 材の評価規準 ・・・別添

5 1題 材の評価計画

時 学習活動 評価規準

関心 ・意欲 ・態度 生活を工夫し創造 生活の技能 知識 ・理解

lh

情報を収集 しよう 必 要 な情報 だ け を

選び収集している。

インターネットの利

用の仕方がわかる。

本時

lh

データベースを知ろ

つ

データベースの使われ

方を知ろうとしている。

データベースソフ

トを操作できる。

データベースの利

用の仕方がわかる。

lh

声 タフ革i麹 理ノフト

勧岡昭して広島の見学地

をまとめよう

生活 にいかすデータ

ベースの利用 を考え

ている。
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6  本 時 の指導

( 1 ) 授 業 の構想

生徒はデータベースが身近にあるにもかかわ らずその利用や活用 についてあま り意

識を してい ない現状があるさそこで本時は 4つ の基本利用形態の中か ら 「デ
ー タベー

ス処理」 を選択 し、生活 の中で利用 されてい る 「デー タベース」に気づかせたい と考

える。 さらに、生徒 自身の身のまわ りにある情報の処理 をデー タベースソフ トを用い

るこ とによ り、より検索 しやすいデータとなることを知 らせたい。今回は文字デー タ

のみ の扱い とす るが、 B ( 5 ) との関連 によ り図形デー タや画像デー タの処理 も考 えて

いる。

授 業展開は指導試案 をもとに問題解決的な学習 を取 り入れ 、 「課題把握」 「課題 追

究」 「課題解決」の 3段 階 とした。

( 2 ) 指 導 目標

デー タベース処理 ソフ トウェアの機能を知 る

( 3 ) 判 断基準

評価場面

()は具体的活動

A :十 分満足できる B:お おむね満足できる C:支 援を要する生徒への

手だて

課題把握場 面

鱒瞳内容をコンピュータ

でまとめるにはどのような

方法がよいか考える鋼

主
国 情報をまとめるのにはどの

ような方法がよいか既習事

項や体験などの具体的な内

容やソフト名をあげている。

・情報をまとめるのにはど

のような方法がよいか自分

で見つけようとしている

・意欲が見られ御r とヽきは

発問をかえたリソフト名な

雰 体例を湖始 がら意

欲の向上を目子鍛 。

課 題 の追 究 場 面 1

(データベースを製作 し

てみる)

(データベースを検索して

み粉

技

技

・ァータベース処理ノフ ト

ウェアを操作し情報を入力

できかつ教えている。

・データベニス処理ソフ ト

ウェアを操作し情報を入力

できる。

。テキストを示しながら

操作方法を解説 し直接

補充的な指導をする。
・データベースの検索が

でき、かうまわりの生徒

に教えている。

・データベースの検索

ができる。

課 題 の 解 決 場 面

( 身のまわ りでデー

タベース処 理 を して

い るもの が ない か考

える)

印 ・データベースが生活

の中でどのように活用

されているのか具体例

をあげていえる。

・データベースが生活の

中でどのように活用され

ているのかいえる。

・データベースとは

どのようなものかV T R

を思い出しなが ら考

えさせる。

- 5 -



課題の把握

課題の認識

・データベースつてどんなもの
か考えてみる。
・データベースについて知つて
いることを発表する。

・旅行会社での取材 VTRを み
る。
・VTRを みてコンピュータがど
のように使われていたか考える。

・先生の提示により他学級の調
査用紙をみる。

・調査内容をコンピュータでま
とめるにはどのような方法がよ
いか考える。

・まとめる方法の一つにデータ
ベースがあることを知る

げかけ課題提示の複線とする。
・データベースを意識させる。
・データベースとい う言葉を知 ら
せる。※自由に発言させる。
・発言がないときは指名する。

i 溌機    上 ス器
用 してホテル予約や空き室状況を
調べてくれることを理解させる。
※データベースをもとに予約でき
た事を知る。
・データベース処理が便利である
ことを考える材料として次の教材
を提示する。
a調 査用紙をばらばらに提示する
→生徒に見せ広島駅を調べさせる。
b調 査用紙を持っていない生徒に
さらに広島駅を調べさせる。

|ニワあ韻 客軍亀群乳、
らせる。
・VTRの ように 「データベースが

かヽ 1 といか ,

言か らデータベ
ニスについて考えよ
うとしているか表情
や態度を観察
【意図的民名、観察表】
スクリーンに近づか
せてよく見えるよう
に配慮する。
言葉で言えるようとン

を与える。

進んで発言できるよう

促す

調査資料のままでは
V対勝手が悪いことを知
らせる配慮をする。

データベース処理をしよう

課題の追究
その2

課題の解決

ヽ
　

　

を

　

を

キュ事
ログ升
る。疑
駅
力．力．勤
勁
紆

・
べ

・
・
す
①
ひ
②
③
④
⑤

・

・必要な情報を検索する。
①検索条件を入力する
②検索条件にあった内容をみつ
ける。
間 「データベースは生活の中で
どんなことに使われているか」
について考える。
・プリントに記入する。

・実際に調査内容をデータベース
にまとめさせる。
・テキス トを見せながら操作説明
を進める。
・キューブネットからベースを立
ち上げさせる。
・ログインを必ずさせる。

観 雪
※更新をす ることで全員のカ

ー ド
が読み込まれ る (リアルタイム編
集)

覇鉾謬
・身のまわ りでデータベース処理
をしているものがないか考させる。
・旅行会社以外でデータベースを
活用 している例がないか考えさせ
る。

― タベー ス処理
フ トウェアを操作
できる
【机問巡視、テキスト】
遅れている生徒にはテキ

ストにより直接援助する

班員の操作を援助した

り次の操作や活動を確認
したりするような助言を

与える
。全員の入力を確認
後、活動について話
をする(活動の評価)

露 子 各心あこず倍
活用 されているのか
かがわかる
※時間あれば発表も

るよう助言を与える

【机問巡視、プリント】
具体的な例で上げさせ

り、生活での使われ方

から自分に生かせるよう
な内容を助言する

:中高デェァ形式であ
れば他学校で作成し
たカー ドでも取 り込
める。

を振 り返ったり生

活の中から考えた りでき

次回予告

・プ リン トで確認す る
「データベースの仕組みを考える」
デ■タベースはデータを整理し
検索できるようにしたシステム
の事で情報の管理ができる事を
学ぶ
・興味 ・関心のプリントに記入
する。

丁砲覆聞どぁ
Iデエタ要有がで ぎ

ることを知る

。データベースはどんなことに
いかせそうか。

・どんなことにいかせそうか
させる。
・興味、関心のプリン トに記入 さ
せる。
「データベースはどんなことにい
かせそうか」
※本時の目標 を達成する為の手だ
て、援助を___で 表示

・今回は旅行先のデータベースを
作成 したが他にどんなことに使え



技術科学習プリン ト

年  組   番   氏 名
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データベース処理をしよンつ

ば あい

場合

けんきく

【検索その 2 】 ジャ
ば あ い

ンル がわ か つてい る場合

項 目 ジャンル

キー ワー ド
じぜ ん

自然
じ せ ん   け んさく    け つ か       み

自然で検索 した結果いくつ見うか りま したか。

まとめ

データベースとはデータを
[王王王]し 1正三王ヨ

できるようにしたシステムの事で

ができる。

4

ん ぐたいてきめい しよう                 に あ ' ｀

具体的名称がわかつている場合索その 1】
こうもく

項 目
めいし去ラ

名 称

キー ワー ド 広島駅
じゅうしょ

住所→

①データベースは生活の中でどんなことだ鷲われていますか (身のまわりで)
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ヨンピュータの
婿事事墳 生活や技術への関心意欲態度 生活を工夫し創造する能力 生活の技能 生活や技術についての知識 ・理解

ア

　

イ

コンピュータの利用形態を知
る

基格義Z鬼垂系畢習葛
基本的

利
応
自
て

と

てヽ
し

徴
ち
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ア
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を
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卜
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フ
つ
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ン
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フ
考

用
法
ノ
の
る

応
用
用
ら
い

課題に応 じて、応用ソフ トウ
ェアを用いた情報の処理の仕
方を工夫している。

唇雪た澪t;r量桑盆播糟義須
処理ができる。

パーノナル コンピュータの利用形態
や応用 ソフ トウェアの特徴 と利用方
法に関する知識 を身に付け、データ
の種類や特徴 と応用 ソフ トウェアの
関係について理解 している

についての

利用方法
・コンピュータの利用形ほ
・文書処理
・データベース処理
・表計算処理
・図形処理
・ソフトウェアの操作

ソフトウェアの

賠発摯務 開薦啓
1調べ、特徴 ごとにまとめよ

い 範 …… … … … … … … …
1応用 ノフ トウエアの特徴を
A I調べ理解 し、生活での活用

1垢察逢直鼎島をま;2巳ぞ
ギ桔島レフトゥェァを利用し
BIて簡単な情報の処理をしよ
_ど_うぃとしてエピユに十一一十一一と

コンピュータの

常需浩多レ下ブ:アあ鞭ど莉
1用方法を考え課題に応 じた

1目申ゃ条セ兜【ヨ立た応犀ノ

1我そ
嵩義メラ下ブ互アど利戸ビで
情報の処理の仕方を工夫 して

ギ赫 フブ 下ワと
"力
穂離落を

Ai活用 しデータの処理や加工

甘チ弱り覇:
_■金お_法をま中とめて豊とる。キ_キ_

目的や条件に応 じて適切な
用ソフ トウェアの選択を工夫

景慾興騒建奮覇京

J整らを書悪
~ゴ五 ―― ― 十 一 一 一 十 ~
選択した応用ソフトウェアを
利用し、収集した情報の処理

縫て 醍F墓石

J盛3饒告で
赫勤印騒辱客酵客

錠勲駿簾饗繁で

ンフ トウェアの

輩髪ル謹雲挙豊孫ェ玖花ま―圭AI肇
晏讐署↓、早艶錯号?雰鮮宮督智

ま寄囮忌事
~冨
務瓦査だ秀甲膏こ香

窯勝うヽ卜靴艶離轟静ち布

BI所データの種類と特徴を説明でき

識を身に付けている。

士ヨ設立盗知餞 に伸 去【ととる。__"

点晶鷺皆窮テ子雰里メZ経垂尋る縁

J舗暑轟学覇を離晶告
暑泰整寵膨機響繰京
1謡母孫号写臀務魯品翠
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技術科 授 業前問題

組    容   氏 名

で答えなさい。

トウェアで、ハイパー キューブ b l E T 2

) ソフトウェアという。

ヨソフ トワー ドやキューブヮー ドのよ うなアプ リケーションソフ トウェアを

)ソ フ トウェアと呼ぶ

ロソフ トエクセルやキューブヵルクのようなアプンケーションソフ トソフト

) ソ フ トゥェアと呼ぶ

( 2 )マイ ク

(

( 3 ) マイ ク

ウェアを (

( 4 ) キューブペィン トのようなアプ リケーシ ョンソフ トソフ トウェアを (

フ トウゴア と呼ぶ

) ノ

(5)データベースとは情覇 デヽータを(
ムの事であり、データベース処i違ソフ
ができるソフ トソフ トウェアである。

) し (    ) で きるよ

卜とはそれらの 〈  の

テ

と
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こ
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う
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事前調査

1  あ なたはコンピュータに興味があ りますか

①はい、② どとらか とい うとはい  ③ どち らか とい うといいえ ④ いい え

2  あ なたはコンピュー タの授業がすきですか

①はい、② どとらかとい うとはい ③ どちらかとい うといいえ ④ いいえ

3  あ なたはコンピュータの学習 したことをおぼえたいですか

①はい、② どとらかとい うとはい ③ どちらかとい うといいえ ④ いいえ

4  あ なたはヨンピュータの学習は必要だと思いますか

①はい、② どとらかとい うとはい ③ どちらかとい うといいえ ④ いいえ

5コ ンピュータの学数は将来役にたつと思いますか

①はい、② どとらかとい うとはい ③ どちらか とい うといいえ ④ いいえ

授業後個人評価

1  今 日の授業は興味を持ってとりくみましたか

①はい、② どとらかとい うとはい ③ どちらかとい うといいえ ④ いいえ

2  デ ータベース処理の操作方法がわか りましたか

①はい、② どとらかとい うとはい ③ どちらかとい うといいえ ④ いいえ

3  今 日の授業は進んで取 り組みましたか    、

①はい、② どとらかとい うとはい ③ どちらかとい うといいえ ④ いいえ

4  デ ータベースの仕組みがわか りましたか

①はい、② どとらかとい うとはい ③ どちらか とい うといいえ ④ いいえ

5  今 日の学習は将来役に立つ と思いますか

①はい、② どとらかとい うとはい ③ どちらか とい うといいえ ④ いいえ
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